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教養科 目 「情 報基礎 」 におけ る成績 の傾 向 につ いて

教養部 吉 田 光次

本報告 の 目的 は、 平成11年 度 に変 更 され た情 報教 育 の カ リキ ュ ラムに基づ い て実 施 され

て い る、 教養 部 で の情 報 関連授 業、 と りわ け、 「情 報 基礎」の実態 を客 観 的 なデ ー タに基 づ

いて示 す ことにあ る。 教養 部 での情 報教 育 は、 コ ンピュー ター入門(平 成15年 にパ ソコ ン

操 作 に名称 変 更)、 情報 基 礎、 情 報論1・II・IIIに よ り構成 され て い る。 中 で も 「情 報 基
　 　

礎」 が 全学生 の必 修 科 目 とな った ことが¥1/成11年 度 の カ リキ ュ ラム改 訂 の]長 で あ った。

「情 報基 礎」 は、 イ ン ター ネ ッ ト関連 の ソフ トウェ アの操作 と、実 生 活 で の イ ンター ネ ッ

ト利用 の際 に要求 され る新 たな社 会的規 範(ネ チ ケ ッ ト)を 学 ぶ授業 で あ り、 純然 た る初

心 者 に は履修 困 難 な レベ ルに な る。 この た め、 「コ ンピュー ター入門」 は純然 た る初心 者

に最低 限 のパ ソ コ ン操 作 の 知識 を与 え る とい う、 「情 報 基礎 」 の 補助科 目の よ うな役割 を

期待 されて、 以前 の カ リキ ュ ラムか ら継 続 され る形 とな った。情 報論1・H・ 皿 は これ ら

とは別 の系列 に属 す る情 報 関連 授業 で、 講義 科 目で あ る情 報論1は 別 と して、 ハ イ レベ ル

な実習 科 目で あ る。 従 って、 「情 報 基礎」 に比 べ る と受 講 者 は少 な い。 ま た、 筆者 は情 報

論1・II・ 皿 は担 当 して い ないの で なん らデ ー タを所持 して いな い。 よ って 、本稿 で は、

「コ ンピュー ター入 門」 お よび、 「情 報 基礎」 につ いて デ ー タの提 示 を中心 に、 傾 向 を紹 介

す る。特 に、 必修 科 目で受 講者 も多 い 「情 報基礎 」 に 重点 が 置 かれ る。

客観 的 デ ー タと して扱 え る もの と して、成 績(100点 満 点)、 出席 数 、学 年、 所 属学 部 ・

学科 、 お よび 男女 、 「情報 基礎 」 に お ける 「コ ン ピュー ター入 門」受 講 者 と免除者 との差 、

な どが挙 げ られ る。 残 念 なが ら、今回 は、 男 女差、 「コ ン ピュー ター入門」 受 講 の有無 にっ

いて は、 デ ジ タル デー タと して整理 が 出来 て いな いた め分析 で きない。 他 の指 標 を軸 と し

た傾向 を提示 す るに留 め る ことにな る。 「情 報 基礎 」 の デー タは後 期開 講分 を用 いて いる。

筆 者 は、 前期 に1ク ラス、 後期 に3ク ラスを担 当 して い るが 、 前期 と後 期で は試験 が異 な

り、 平均点 も異 な るので、 ま とめて統言十を取 る ことは出来 ない。 前期 ・後期 を区別 してデ ー

タを紹 介す る こと も可能 だが、 デー タ数の少 ない 前期 は除外 す るこ とを選 ん だ。

【出席 数 に関 す るデ ー タ】

実 習科 目で あ る 「コ ンピュー ター入 門」、「情 報基 礎」 で は出席 回数 が習 熟度 の向 ヒに は

欠 かせ な い もの と考 え られ る。 半期 の科LIで は全授業 回 数 はお よ そ12回 で、 単位取 得 のた

め に必要 な最 低 出席 回数 は 「情 報基 礎」 で は8回 で あ る。 まず、 出席 数 不足 の ため、 お よ

び試験 に欠席 した ため 単位 を修 得 で きなか った学 生 の比 率 を見 てみ よ う(図1)。 試験 に

欠席 した ものの ほとん どは最終 授業週 の実技試験 の欠席者 で あ り、欠席が原 因で単位 を失 っ
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た もの とみな し、 不足 者 とま とめて統 計 を取 って い る。 ・杓戊11年 か ら14年 までの デ ー タで

は、 毎年10%前 後の学1生が、 出席が 不足 した ため に単位 を修 得で きない状況 に陥 って いる。

情 報 基礎 は必 修科 口で あ る うえ、定 員70人 と決 ま って い るため、 曜 日 ・時間 に よ って は、

抽 選 で受 講 者を決 め て い る、 優 先度 の高 い授 業で あ る といえ る。 そ れ に も関 らず 多 くの出

席数 不足学 生が 生ず るの は、実 習 科 目で あ るが 故 に、1回 の欠席 が 後lIの 授 業を理解 困 難

に させ、学 生 を授 業か ら脱落 させ て しま うこ とが原 因 の ・つ で あ る。 当初 は、 これ ら出席

数 不足 者の次川 への繰 越 が、定 員の決 ま って い る必 修科 目であ る情 報基 礎 で、履修 希望 が

満 た され ない学 生が 低学 年 に 多 く出 る とい う しわ寄 せが 生ず る ことが懸念 され た。 現在 で

は、学 生定 員の減 少 に よ って 、抽選 によ って履 修 者を決 め る クラ スも減 ってお り、 問題 は

f<<1さ れて いるが、 今後、開 講 コマ数 のlljl」減 な どを 考え る際 には注意 が必 要で あ る。 また、

出席 数が 不足 して 単位 を取 れ ず 再履修 す る学 生 は、 由1履修 の際 に も出席 が 不足 しが ちであ

る。学 習意 欲や 生活習 慣 に根 本的 な問 題が あ ると推 察 され、70人 の定 員で 行われ る 「情 報

jl寒礎」 の授 業の中で ケアをす る ことは 不口∫能 であ る。 定 員を減 ら し、 それ ぞれ の学 生 を個

別 に指 導 で きる よ うにす る ことが 、 この よ うな出席 数 不足学 生 の減 少 に繋が る事は容 易 に

f想 され る。

図1出 席数不足 ・試験欠席者数比
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次 に、 これ ら 「出席 不足1誓」 を除 いた学 生 の出席 数 の分1fJを 示 してみ る(図2、 図3)。

残念 なが ら・F成13、14年 度分 は出席数 に関 して は未整理 の た め示す こと はで きない。 ・',

11ｺ#=1;と 平成12年 度 に と った デー タの みを 示す。 す べて のll!1で出席 を した学 生 はそれぞ れ、

13%、27%で あ る。11111ま た は21111欠 席 した もの を 含め れ ば3//4を 越 えて お り、「出席

数 不足一者一1が10%前 後 い る ことを 考慮 して も、 ・応 満 足すべ き数字 だ と 拷え る。 ただ し、

平成13、14年 度 は、欠席数 は 若 「増 えて いる とい う印 象を持 ってお り、 今後 も注意 してデ ー

タを観 察す る必 要が あ る。 実 習 を伴 う授 業で は、習 得 した操 作 刊 頂は以 後 の授 業で も継 続
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図2H11出 席数比率 図3H12出 席数 比率
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して 要求 され るので、 欠席 によ る技 術 の欠 如 は、 学 生 の授 業理 解能 力 に著 し くマ イナ スで

あ る ことは もちろん であ るが、 加 えて、 授 業 の進 行 に も支障 を 来た し、 クラ ス全体 の授 業

効 率 を損 な う こと も問 題 であ る。

で は、実際 に出席 数が成 績 に1影響 を して い るか を確認 してみ よ う。 図4は ・「成11年 度 、

12年 度 の出席 回数 別 で ま とめ た 平均 得点 で あ る(100点 満点)。 欠席数 の増 加 と ともに成 績

も ドが って い く傾 向が あ る。 しか し、皆 出席 と111iiの 欠 席 の場 合 との問 に は大 きな差 は な

く、欠席 数2回 と31111の 口IJにも大 きな差 はな い。11・1の 欠席 が劇 的 に成績 に影響 を及 ぼす

わ けで はない。 確 実 な ことは、 最低 限必 要 な回 数 だ け出席 した者 の成 績 が 著 しくよ くな い

とい うこ とが 観察 され る こ とで あ る。 な お、 「情 報 基礎」 は純然 た る実 習 科 目で はな く、

情報 倫理 を教 え る講義 とその 筆記試験 が あ るため、 相関 を鈍 らせ て い る面 もあ る。 図5で

は 「コ ンピュー ター入門」 で の出席 数 で分 類 した成績 が 示 され て い るが、 皆 出席者 の成 績

図4情 報基礎出席回数別成績
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の よ さが顕 著で あ る、,ただ し、 出席 数の 少 ない ものの成 績 はあ ま り ドが って いな い。 初心

者向 けの授 業であ るため、 易 しい問題 が 出 され、採 点 も け くな るか らで あろ う。 いず れ に

せ よ出席 数が 多 いほ ど成績 が よい こ とは、授 業を行 う もの と して は安心 で きる材料 で あ る。

一・方
、 デー タに反映 され ない、 欠席学 生 のll}三響 と して 、Lで も述 べ た、 クラ ス全体の授 業

進行 の妨 げが あ る。 欠席学 生 の 多 い ク ラスと少 ない クラ スで成績 を比 較 す れば よ いの で あ

るが 、 デー タが 少 な いため、 現 在の と ころ困 難で あ る、、

図5コ ン ピュー ター入門出席回数別成績
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【学科 別 の デ ー タ】

ここで は、"1∫1科別で ま とめた成 績 の傾 向 を承 す こ とにす る(図6)。 また、 図7～ 図!1

で は1科 ・学 部 の成績 分 衛をJす 、,文化 財学 科 の学/1この成 績 が極 めて よ い。 図10の 成 績

分布 で も分か るよ うに 「優{を 取 る学 生が50%を 越 え て い る程 で あ る。 国 文学 科 と史学 不斗

は拮抗 して い る。 成績 の分 布で も 「優1が 「ll∫」 をLllliり 、 優 秀で あ る。 コ ンピュー ター

に関 して は最 も疎 遠 す る傾向 が あ る と思 わ れ たil収:学 科 が 健闘 して い る と、ヤえ る。 地理学

科 には コ ン ピュー ターに強 い学 生 が 多 いので あ るが 、成 績 に は反映 して いな い。 国文学 科

の場 合 と逆 の結 果で あ る、,地理 学 科 の学1生の成績 は年度 によ る変化 が小 さいの も特 徴 であ

る。試験 の難 易度 は年度 に よ って 異な るので あ るが 、他 の学 科 で は1司じよ うな'「均点 の変

動 が あ るの に対 して、地 理fJ一科で は変動 が ない。 試験 の難 易度が 、授 業で説 明 した ものが、

その ま ま出題 され る と易 しくな り、応 川問 題が 出 る と難 し くな る ことを 考え ると、 地理学

科の学 生が 応川 問題 に強 いの か、 あ るい は授 業で の説川 よ り も独 自に習 得 した知識 を頼 り

に試験 に臨 ん で い るか で あ ろ う,,い ず れ にぜ よ、特 徴的 な傾 向 だ。 社 会学 部 の学 生 は、

「優」 を取 る学 生 も20%弱 育 り、 決 して極 端 に少 な いわ けで はな いが、 「II∫一」の学 生 が 多 く

平均点 を ドげて い る。 底fげ こそが社 会学 部学4こに は必 要 だ といえ る。
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図6学 部 ・学科別成績
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図7国 文学科成績分布
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図8史 学科成績分布
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図9地 理学科成績分布

一一一 一一一

一 一一一 一一 一一一 一一一一 一 一 一

一一一 一一 一一一一 一

一 一 一一一 一

一一

一' 一一 一 一一 一

一一一一一一一 一 一 一一一一一 一

優 良 可

%

%

%

%

%

%

%

60

50

40

30

20

10

0

図10文 化財学科成績分布
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図11社 会学部成績分布
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さ て 、 ヒで 出 席 数 と成 糸亙llとの 相 関 を 示

した が 、 学 科 間 の 差 異 は 、 出 席 数 が 学 科

間 で 異 な る こ と に よ るの で あ ろ うか?・ ド

成1!年 度 と12年 度 の 」'¥71」:部・"J,」'科別 の 出 席

数 を 見て み る と、 図12の よ うに 図6の"y:

部 ・学 科 別1」父績 との 相 関 は確 認 で きな い。

出 席 数 と は 異 な る要 因 が 存 在 す る もの と

/i察 さ れ る○

図12学 部 ・学科別平均 出席 回数
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【学年 別 の デ ー タ】

図13で は"1∫1年別 に分類 した成績 を示 して い る。 ・iえ成11年 度 に開 始 され た科L」で あ るた め、

平成13年 度 で 初めて3学 年 のデ ー タが そ ろ う ことにな る()4年/1の 履修 は極 めて 少な い た

め除 外す る。 学 年間 で最 人5/1、1程度 の差で あ り、 人:きな差 は ない といえ る。3年 生 はサ ン

プ ル数が少 な いた め、信 頼性 は低 くな るが 、1、2年 生 に比 べ ると不利 だ と見る こと も出

来 る。3年 生 に は再履 修 者 も多 く含まれ、 成績 が 前回履 修時 よ り も人 き く改 善す る ことは

稀 なので、 」つ想 の範 囲で あ る。

【デ ー タ に は現 れ な い こと】

学 生の答 え を 見て いる中で 、統 計Lの 数字 は 表す ことの 出 来な い特 徴 も観察 で きる。 ひ

とっ だ け エ ピ ソー ドを紹 介 して お こ う。 あ る授 業の 日、 「パ スワー ドは、 自分 だ けが知 っ
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て い る もので な けれ ばな らな い。 た とえ、 コ ンピュー ターの管 理 者や、 学校 の先生 が 「運

営 卜必要 だ か ら教 え な さい」 と[7っ て も教 え て は い けな い。」 と教 え た。 翌 週 、 次 の よ う

な問題 を 出 した。 「コ ンピュー ター管理 者(と 名 乗 る人)が 「サ ーバ ー コ ン ピュー ターで

トラブルが 発生 しま した。 あ なた のパ スワー ドが必 要 なので教 えて くだ さい」 と言 って き

た とき、 ど う対処 す るか」 正 しく 「パ スワー ドは教 えて は行 けな い」 と答 え た ものが 大多

数 だ った。 ところが、 そ の問題 で は、最 初 に 「学 籍 番1ナ、JCY、 ユ ーザ ーID、 パ ス ワー

ドを 書け」 と記 して あ ったので あ る。 少 な くと も ヒ記 の問題 で11こ解 を出 した もの は 「パ ス

ワー ドは答 え る ことが で きない」 と書 くはずで あ る。 しか し、 期待 に反 して 多 くの学 生が
　 　 　

素 直 にパ ス ワー ドを 書 いて いたの で あ る。 ま った く ー盾 す る ことで あ る。 これ は知識 が実

践 に結 びっ いて いな い例 で あ る。 この過 ちを指摘 して やれ ば、 も う一度 同 じ失敗 は犯 さな

いで あろ うか ら、 この 「ひ っか け問題」 は意 味 の あ る試 み なの で あ るが、 限 られ た時 間 の

中で、 この よ うな有意義 な試 みを行 う機 会 はあ ま りない。 身近 にな って きた コ ンピュー ター

と イン ター ネ ッ トに関わ る 「情 報 基礎」 の場 合、実 践 で きて こそ意 味 のあ る知識 な ので あ
　 　 　 　

るが、絶 対 的 に実 践練 習 が 不足 して い るので あ る。

【お わ りに】

今 回の報 告 で は、 で きる限 り定量 的 デー タを示 す ことをU指 し、kと して成績 を もの さ

しと して、傾 向を紹 介 した。Uウ1っ た傾 向が な い、 とい う結 果が示 され た もの もあ ったが、

それ もデー タと して紹 介す る ことに意 義 が あ る と思 い あえて、 図 で示 しなが ら提 示 した。

デー タの信頼性 につ いて は、 統計 誤 差や 、 サ ンプ ル数 を明示 す るべ きな ので あ るが 、社 会

学 的な学術 論文 で はない ので、 今回 は割愛 した。 また、 得 られ た結 果 につ いて 、原 因 の推

測 に は、 予断 ・独 断が 多 くLら れ るか も しれ ないが 、同 様 の理 由で、 詳細 な検 証 や 予想 さ

れ る異論 の紹 介 を省略 してあ る。 その他 統詩 理論 の 注意ノと梨につ いて は、詳 細 はす べて説 明
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を省略 したが、 ご容赦 願 いた い⊂)

デ ー タ分析 を す る前 は、 出席 数 との相 関 が よ り強 く出 る と期待 して いたが、 案 に相違 し

て、必 ず しも劇 的 な効 果は 見 られ なか った、,学科別 の傾 向 はf想 した範 川内 の もので あ っ

た。 ただ し、 出席 数 の 多寡 が、 強 く影響 して相違 が生 ず るので は ないか と1想 を して いた

ので あ るが、 答 え は 否で あ った。 学 科 別の デ ー タは こ うい った傾 向 を把握 し、今後 の学 生

教 育 に生 かす こ とを 目的 と した もので あ る。 学 生の 得意 な問 題、 呂手 な 問題 等の詳糸田な傾

向 がわ か るよ うな分析 が 出来 れば よか った ので あ るが、 今後 の試 み の中 で実現 を してみ た

い 。
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